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明治大学国際交流基金事業 研究者交流支援制度 報告書 

 

農学部 食料環境政策科 食ビジネス論研究室 

准教授 中嶋 晋作 

１．訪問研究者氏名 Dr. Hanno Jentzsch 

２．所属機関 Leiden Institute for Area Studies (LIAS), Leiden University 

３．現在の職名 Lecturer 

４．招聘期間 2024 年 7 月 4 日～2024 年 7 月 23 日（20日間） 

      （2024 年 7 月 30 日まで、継続して共同研究実施のため明治大学に滞在） 

５．受入教員氏名 農学部食料環境政策学科 中嶋晋作 

６. 主な講演会の概要 

⚫ テーマ「From “Harvesting State Support” to “Governing Decline”- Analyzing Changing 

State-Society Relations in Rural Japan」 

⚫ 日時： 

1. 2024 年 7 月 4 日 16 時～17 時 40 分（場所：明治大学生田キャンパス中央校舎

3階 0308教室） 

2. 2024年 7月 29日 16時 20分～18時（場所：明治大学生田キャンパス第一校舎

6号館 2階 6-209 教室） 

⚫ 参加人数：20名 

 

今回招聘した Hanno Jentzsch 教授は、ドイツ日本研究所（Deutsches Institut für 

Japanstudien）主任研究員、ウィーン大学東アジア研究・日本学科助手などを務めた後、

ライデン大学ライデン地域研究所（LIAS）の講師を務めていた。現在は、ウィーン大学

東アジア学科の準教授である。専門分野は、日本の農業と政治、中央政府と地方政府の

関係、社会福祉である。最初の単著である“Harvesting State Support: Institutional Change 

and Local Agency in Japanese Agriculture” (University of Toronto Press, 2021)は日本農業の制

度変化を分析した詳細な実態分析として高く評価されている。 

2024 年 7 月 4 日の第 1 回の講演会では、上記の単著を題材に、島根県斐川町の事例

調査から、国の規制改革に対して農家、JA（農業協同組合）、地方自治体などの様々な

アクターがどのように対応して農地集約化を達成したか詳細に紹介していただいた。 
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7月 5日以降は東京での有識者へのインタビューや、意見交換、地方調査の準備を行

い、7月 12 日～7月 21日に島根県雲南市松笠地区、7月 21 日～7月 27日に岐阜県恵那

市旧串原村、旧上矢作町で、「地域運営組織」（RMO）に関する調査を実施している。地

元関係者（市町村レベル、地区レベル）、住民、移住者、RMO 代表者、RMO 職員、市

議会議員、社会福祉ボランティアなど 40 人以上に計 25 回ほどのインタビューを行っ

た。また、会議やイベント（RMO 委員会、市レベルの「連絡会」）、地域活動（井戸端

会議、道路整備、飲み会など）にも参加した。2024 年 7月 29日の第 2 回の講演会では、

上記の調査結果を報告いただいた。今回の現地調査の内容は、以下の通り、報告予定で

ある。 

Hanno, J., Governing in-migration: Regional management organizations as gatekeepers and 

agents of integration for urban-rural migrants, Aso 2.0 and beyond: Reflections on a decade of 

rural well-being research in Japan, Department of East Asian Studies, University of Vienna, 

October 31 - November 2, 2024. 

外国人研究者の視点による日本研究の講義やセミナーは、日本人研究者が気づいてい

ない日本の文化や社会的特性について、新たな発見を与えてくれたと考える。また、学

部生や大学院生にとって、海外の研究者が日本の農業や農村をどのように考えているか

を知る貴重な機会であり、教育効果が高いと考えられる。 

最後に、本助成の機会をいただいた明治大学には感謝を申し上げる。また、本助成の

ご担当部署である国際連携部国際連携事務室の皆様には感謝申し上げたい。
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